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【本件に関する連絡先】 

建設局 道路整備課長 小林 邦明（TEL:072-228-7095） 

建設局 土木監理課長 豊川 清雄（TEL:072-228-7416） 

～提案・要望事項～ 

○ 平成２９年２月に策定した堺市国土強靱化地域計画に基づき、「安全・安心で災害に強い

まちづくり」を目的とした、橋梁などの長寿命化修繕及び耐震強化事業を推進するために、

今後も継続的に補助金を確保すること。 

◆橋梁耐震強化事業 

○緊急交通路等に関する重要橋梁１５０橋の耐震化については、２０２０年度末の完了
をめざし事業を推進中。 

○緊急交通路を補完する道路などに関する橋梁についても事業を推進中。 

◆事業費及び国庫補助額 

 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度（見込額） 

事業費 2,396,782 千円  2,395,191 千円  2,026,000 千円 

国庫補助額 

（要望額） 

1,318,130 千円  

（1,318,130 千円） 

1,317,355 千円  

（1,323,178 千円） 
1,114,300 千円 

 

【現状】 
◆橋梁長寿命化修繕事業 

○本市が管理する７４９橋のうち、橋齢５０年を超える橋梁が、今後２０年間で 
約１割から約８割に急増するなど、維持管理に要する費用が今後大幅に増大する見込み。 

堺市国土強靭化地域計画取組事業 

【課題】 

○市民の命と暮らしを守り、道路交通ネットワーク機能を良好な状態で維持するととも
に、災害に強いまちづくりを推進するため、今後も継続的に財源を確保する必要がある。 

【提案・要望先】 国土交通省 

 

 

２０１７年度（平成 29 年度末） １２７橋完了 

 

２０１８年度（平成 30 年度末） １４５橋完了予定 （９７％の整備） 

  

 ２０２０年度          １５０橋完了予定 
 

 

 

平成 32 年度の 

事業完了をめざす！ 

重要橋梁150橋の整備を計画的に推進 

１１ 市民の命と暮らしを守る橋梁等の長寿命化修繕並びに耐震強化事業 

計画的な維持管理および耐震化の推進により、安全・安心で災害に強いまちづくりを実現。 

橋の健全度を維持

架け替えサイクルが長くなる

大規模補修・社会的影響の減少

計画的な補修による効果

計画的に補修

悪くなってから補修や架け替え

約８００億円

約１４００億円

予防保全

事後保全

５０年間で

約６００億円

（約４０％）縮減


